























本研究では、 5軌道ハバード模型の基底状態を Q= (π，0)反強磁性秩序を持つ平均場近似で求
め、そこからの動的スピン・電荷感受率を乱雑位相近似で計算した。反強磁性秩序に加えて μ と
ね軌道の電子占有数差を生み出す強的軌道秩序変数を導入した計算も行ったが、その効果は小さ
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